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看護ベストプラクティス研究開発・ラボラトリ 

第 8回研究報告会 アンケート集計結果 

 

日時：2020 年 1 月 28 日（火）15:00～16:30 

場所：慶應義塾大学看護医療学部 孝養舎２階 マルチメディアカンファレンス室 

参加者数：22 名 

アンケート回収数：18部（回収率 82％） 

 

1.参加者の性別 

 

 

3.参加者の職業 

 

 

2.参加者の年齢 

 

 

4. 今回の報告会はどのように知ったか？ 

 

5.ベストプラクティス研究開発ラボラトリの研究報告会について知っていたか？ 
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6.今回の報告会は、今後の参考になったか。 

 

 

7.本報告会に関する意見・感想（自由記述） 

 3D プリンターで何か作ってみたいです。 

 新しい分野の内容でとても勉強になりました。 

 いろいろな未来：そして発展について考えることができた。 

 看護の個別性への対応について改めて考え直すきっかけとなりました。看護ならびに

看護師の可能性についてもワクワクする内容でした。 

 看護のものづくりの可能性を知り、大変勉強になりました。 

 貴重なお話と、それぞれの先生方の視点からのご意見が勉強になりました。 

 現場ではケアの評価に注目しがちですが、モノの評価がケアの評価になる視点をはじ

めて認識しました。 

 実際に見ていろんな可能性を感じわくわくしました。 

 自分の知らない世界をしれてとてもよかったです。 

 断片的に伺っていたお話を丁寧に聞けて勉強になりました。 

以上 
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